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平成３０年度第１回川口市廃棄物処理施設設置等調整委員会 議事録 
 

 

平成３０年度第１回川口市廃棄物処理施設設置等調整委員会 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

事務局紹介 

部長挨拶 

議題（１）委員長の選任について 

① 委員長の選任 

 事務局から、資料に基づき説明。 

委員の互選により、岩谷委員が委員長に選任された。 

選任後、岩谷委員長が委員長就任の挨拶を行った。 

② 委員長職務代理の指名 

 事務局から、資料に基づき説明。 

 委員長が小野委員を委員長の職務を代理する委員に指名した。 

③ 議事録署名人の指名 

 委員長が小松委員を議事録署名人に指名した。 

議題（２）会議の公開について 

事務局から、資料に基づき説明。 

委員長が、本委員会の会議は公開を原則とするが、委員会の性質上、公開できない場合

も想定される。今後、審議する案件が生じた際は、その初回は公開とし、次回の会議を公

開とするかをその前の会議で決定する旨を提案し、そのとおり決定した。 

また、傍聴要領は案のとおり決定した。 

 

 

 

 



 - 2 - 

 

議題（３）川口市の産業廃棄物処理事業者等の状況について（報告） 

事務局が、資料に基づき説明した。 

委 員 長 

委員会の結論に法的な拘束力はないが、裁判で争われた時、委員会

の調査審議結果が証拠として採用されることがある。 

専門家の意見として裁判所の結論を左右することもある。そういう

性質を持った委員会であることをまず申し上げておきたい。 

委   員 

現在計画中の施設はリサイクル施設に該当する可能性もある。環境

に与える影響だけでなく、資源循環の一環としてのリサイクルという

観点で施設を捉えることも大切だと考える。 

都道府県ではリサイクルに関する考え方も整いつつあるので、中核

市においても考え方をまとめることが望ましい。 

市のリサイクルに関する方針等により、市民への説明も循環型社会

の実現という切り口からの説明が可能になると考える。 

事 務 局 

当該施設に関しては、産業廃棄物の他に一般廃棄物である剪定枝も

処理する予定であり、一般廃棄物処分業については、再生利用業の認

定を視野に検討しているところである。 

リサイクルの視点については研究して参りたい。 

議題（４）その他 

委   員 

災害廃棄物処理の観点から、廃棄物処理施設を市が誘致する場合も

ある。 

ピンポイント的に公害的な観点から施設を捉えるのではなく、全体

像を見ながら、災害廃棄物の視点も含めた総合的な考え方を構築して

欲しい。 

委 員 長 エネルギー循環の観点も重要だと思われる。 

委 員 長 万一、紛争が起きた時はご協力をお願いします。 
 


